
小さなことで相談するのは恥ずかしい 一言いいたい伝えたい 

 

連合小児発達学研究科の学生の皆さん 

悩んでいることはないですか？ 困っていることはないですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

連合小児発達学研究科は小規模研究科ながら各校と連合しての特殊な研究科であり、平成２４年

４月からは５大学化となり、組織も構成員（学生さんや教職員）もふくらむ中、学生生活における

修学上の相談、生活上の悩み、健康上（からだとこころ）の問題など、いろいろな悩みも増えてき

ています。 

そんな学生さんのために「学生相談体制」を整えています。ほんの些細なことでも構いませんの

で、皆さんの悩みをお聞きし、皆さんと一緒に考え、少しでもより良い解決につながることを目指

しますので、ご気軽にご相談してください。誰かと少しお話しするだけでも、気分が晴れる場合も

あります。要望や改善要求、苦情などもお聞きします。 

もちろん悩みの相談でない単なるご質問や確認は普段から遠慮せず、指導教員や担当事務へどん

どんお問い合わせください。 

 

相 談 方 法 

まずは、電話、メール又は相談箱への投函で連絡してください。 

その場合、できる限り「学生相談カード」をご利用ください。 

相談に応じてほしい方がいる場合はその旨お知らせください。他校の方でも結構です。 

次に、相談希望日時と場所を相談のうえ決めてお知らせしますので、可能であれば、一度お会

いして直接お話ししましょう。 

  相談員は以下のことに留意し、対応します。 

1) プライバシーや個人情報の守秘に注意しますが、簡単な相談経緯の記録は残します。 

2) 難しい事態や大きな問題が予想される場合、相談員は必要に応じ他の相談員等と相談する

ことや、学内の他の相談窓口を紹介させていただくことがあるかもしれませんが、その場合

は当該学生さんの了承を得ます。特にハラスメントに該当すると思われる場合は、ハラスメ

ント相談室やハラスメント相談員に依頼する場合がありますので、ご了承願います。 

3) 必要がある場合は、事実関係の確認や調査をしたり、また、必要な措置・対策を関係者又

は関係部署等へ依頼したりしますが、その場合も当該学生さんの了承を得ます。 

4) 匿名を希望される場合は、考慮します。 

学生生活で悩んでいる困っている 
周りの人には相談しにくい 



相談員・連絡先等 （R4.4 現在） 

※下記以外の方でも結構ですが、「学生相談カード」提出する場合の窓口とさせていただきます。 

 

大阪校：  

金沢校： 

浜松校：    

千葉校： 

福井校：  

 

相談箱は以下の場所に設置しています。 

大阪校： 医学系研究科研究棟２階 連合小児発達学研究科 講義室内 

金沢校： 医学類Ｄ棟４階 連合大学院会議室（講義室）内 

浜松校： 臨床研究棟２階 連合大学院講義室内 

千葉校： 薬学系総合研究棟Ⅱ期棟１階 玄関横 

福井校： 院生研究棟１階 連合小児発達学研究科 講義室内 

 

 

相 談 場 所 

連合小児発達学研究科専用の相談室は設けていないため、必要に応じその都度、講義室や会議

室など相談できる場所を設定させていただきます。 

 

 

相談開始時期と日時  

平日 9:00～12:00，13:00～17:00 とし、お会いしての相談日時はできるだけ希望日時で対応し

ます。メール送信の場合はいつでも結構です。 

 

 

周 知 方 法 

相談体制は、今後とも運用上問題点等があれば見直し、改善していき、以下にてお知らせしま

すので、悩みをかかえずまずはどなたかとお話ししましょう！ 

・在学中の学生及び教職員の皆さん全員に年数回メールにてお知らせします。 

・本研究科のホームページに掲載します。 

・新入生には入学ガイダンス時にお知らせします。 

その他各校における大学としての相談窓口 

大阪校： 学内に設置されている保健センター、キャンパスライフ支援センター、ハラスメント

相談室が各種相談に対応します。 

※詳細は入学時にお渡しの冊子「キャンパスライフ」又は大阪大学ＨＰを参照してくだ

さい。http://www.osaka-u.ac.jp/ja/for-student 

相談員・連絡先等詳細は、学生の皆さんへのメールにて 

定期的にお知らせします。 

http://www.osaka-u.ac.jp/ja/for-student


 

金沢校： 学内に設置されている保健管理センターをはじめとする各種の相談組織・制度があり

ます。利用を希望される場合は，連合大学院担当にお尋ねください。 

※詳細は金沢大学ＨＰ内「きぃつけまっし」を参照してください。 

http://www.kanazawa-u.ac.jp/campuslife/livelihood/handbook 

 

浜松校： 学内に設置されている保健管理センターをはじめとする各種の相談組織・制度があり、

対応します。 

※詳細は浜松医科大学学務課大学院係へお問合せください。 

 

千葉校： 学内に設置されている学生相談室、総合安全衛生管理機構、ハラスメント相談員、学

生総合支援センター（ピア・カウンセラー）で修学、学生生活上に関することをはじめ、

健康やからだ・心の悩み、障害支援，進路・就職等の各種相談に対応します。 

※詳細は千葉大学ＨＰを参照してください。 

http://www.chiba-u.ac.jp/campus-life/support/counsel.html 

 

福井校： 学内（松岡キャンパス）に設置されている学生総合相談室、保健センターが各種相談

に対応します。 

※詳細は福井大学冊子「大学院学生便覧」又はＨＰを参照してください。 

http://soudan.ad.u-fukui.ac.jp/ 

https://www.u-fukui.ac.jp/hoken/ 

 

令和４年 ４月 

大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学 

連合小児発達学研究科長  佐 藤  真 
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